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加
す
る
運
輸
政
策
研
究
機
構
の
研
究
会
（
座
長
森
地
茂

政
策
大
学
院
大
学
特
別
教
授
）
で
は
、
東
京
圏
の
主
要

鉄
道
路
線
毎
の
将
来
の
人
口
動
態
が
推
計
さ
れ
て
い
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
東
京
圏
は
経
済
成
長
が
牽
引
し
て
転

入
超
過
に
よ
る
人
口
増
が
進
む
が
、
そ
れ
は
東
京
圏
内

に
お
い
て
均
一
に
起
こ
る
わ
け
で
は
な
く
、
路
線
毎
に

ま
だ
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
現
状
で
の
人
口
動
態
と
重
な

り
合
わ
せ
れ
ば
、
二
〇
年
後
三
〇
年
後
の
路
線
毎
の
人

口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
推
定
さ
れ
、
将
来
の
鉄
道
の
顧
客
の

あ
り
方
が
あ
る
程
度
予
測
で
き
る
。
将
来
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
種
の
き
め
の
細
か
い
議
論
が
大

前
提
で
あ
る
。

　

都
心
居
住
の
動
向
も
鉄
道
需
要
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
。
都
心
居
住
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ
て
都
心

回
帰
が
鮮
明
に
な
り
社
会
的
に
も
認
知
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
中
心
は
社
会
増
、
す
な
わ
ち
転
入
者
に

よ
る
立
地
選
択
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
高
齢
者
の
住
み

替
え
も
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
供
給
側
で
は
、
バ
ブ
ル

の
後
遺
症
と
も
い
え
る
大
量
の
マ
ン
シ
ョ
ン
供
給
が
あ

る
。
平
成
不
況
、
地
価
の
下
落
、
減
税
・
ロ
ー
ン
利
率

の
低
下
、
容
積
率
規
制
の
緩
和
等
が
重
な
っ
て
、
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
が
進
ん
だ
。
人
口
動
態
と
し
て
は
、
高
齢

者
の
他
に
団
塊
世
代
ジ
ュ
ニ
ア
が
こ
れ
を
支
え
た
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
高
齢
者
の
移
動
需
要
が
通
勤
か
ら
独

位
置
は
、
わ
が
国
の
都
市
の
中
で
も
特
別
の
も
の
で
あ

る
。
将
来
の
東
京
を
ど
う
考
え
る
か
。
ま
ず
は
こ
の
点

か
ら
論
じ
た
い
。

　

少
し
古
い
が
、
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
の
推
計
に
よ

れ
ば
、
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
二
〇
年
度
に
か
け
て
、
東

京
都
の
経
済
成
長
率
が
一
・
一
％
で
最
大
（
全
国
平
均

は
〇
・
六
％
）。
地
域
平
均
で
も
、
関
東
が
〇
・
八
％
と
な

っ
て
い
る
。
東
京
圏
の
今
後
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

に
結
ん
で
い
る
。「
今
後
は
、
日
本
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
一
層
進
展
す
る
中
、
国
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
容

易
か
つ
、
経
済
や
政
治
、
文
化
が
集
中
し
て
い
る
東
京

を
は
じ
め
と
し
た
大
都
市
圏
に
企
業
が
生
産
の
場
を
移

立
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
都
心
居
住
が
高
齢
者
中

心
に
進
行
す
る
限
り
、
鉄
道
需
要
へ
の
影
響
が
増
大
す

る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

将
来
に
向
け
た
鉄
道
の
あ
り
方
を
考
え
る
場
合
、
旧

来
型
の
鉄
道
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
く
べ
き
で
あ
る
。
鉄
道
事
業
は
、

古
く
阪
急
電
鉄
、
東
急
電
鉄
に
よ
る
沿
線
不
動
産
開
発

モ
デ
ル
か
ら
、
昨
今
の
Ｊ
Ｒ
駅
ナ
カ
、
東
京
メ
ト
ロ
・

エ
チ
カ
事
業
に
至
る
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
鉄
道
の
外
部
効

果
を
内
部
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
業
採
算
を
確
保
す

る
、
い
わ
ゆ
る
「
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
型
」
の
事
業
モ
デ
ル

を
実
現
し
て
き
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
場
合
、
一
九
八
七

年
の
民
営
化
当
時
、
連
結
決
算
に
お
け
る
関
連
事
業
売

上
高
比
率
が
一
割
程
度
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
三
割

に
及
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
一
時
の
私
鉄
の
黄
金
時
代

に
相
当
す
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
種
の
鉄
道
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
経

済
と
人
口
の
拡
大
を
前
提
に
し
て
い
る
。
沿
線
住
宅
開

発
型
の
開
発
利
益
還
元
モ
デ
ル
は
、
た
と
え
東
京
圏
の

人
口
増
が
当
面
継
続
し
た
と
し
て
も
、
一
つ
の
事
業
要

素
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。
こ
れ
に

対
し
て
、
駅
に
お
け
る
商
業
施
設
開
発
の
よ
う
な
、
集

客
型
の
外
部
効
果
取
り
込
み
モ
デ
ル
は
、
一
定
の
安
定

的
な
事
業
的
基
礎
を
提
供
す
る
が
、
そ
れ
で
も
マ
ク
ロ

し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
一
層
、
大
都
市
圏
と
地

方
圏
で
成
長
率
の
格
差
は
広
が
る
こ
と
と
な
ろ
う
」

　

お
そ
ら
く
、
こ
の
見
方
は
多
く
の
研
究
者
が
概
ね
合

意
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
全
国
で
、
地
域
的
な
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
の
進
展
を
ど
の
よ
う
に
食
い
止
め
る
か
と

い
う
マ
ク
ロ
的
な
問
題
は
さ
て
お
き
、
東
京
の
将
来
像

を
見
る
限
り
、
極
端
な
悲
観
論
は
正
し
く
な
い
。
そ
れ

な
り
の
経
済
と
人
口
の
拡
大
を
前
提
と
し
、
そ
れ
に
対

応
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
供
給
が
基
本
で
あ
る
と
結
論
で
き

る
。

　

も
っ
と
も
、
将
来
の
鉄
道
を
考
え
る
場
合
に
は
、
よ

り
具
体
的
な
変
化
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
筆
者
も
参

的
な
家
計
消
費
水
準
の
伸
び
悩
み
か
ら
成
長
の
コ
ア
と

し
て
の
役
割
を
期
待
し
続
け
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
で

あ
ろ
う
。

　

鉄
道
事
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
今
後
期
待
さ

れ
る
の
は
、
よ
り
間
接
的
な
外
部
効
果
の
内
部
化
で
あ

る
。
既
に
多
く
の
私
鉄
で
は
、
新
し
い
事
業
の
方
向
性

を
、
鉄
道
事
業
者
と
し
て
持
っ
て
い
る
沿
線
住
民
へ
の

ブ
ラ
ン
ド
浸
透
の
利
用
に
求
め
る
姿
勢
が
明
確
に
な
っ

て
い
る
。
ス
ー
パ
ー
、
文
化
施
設
、
さ
ら
に
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

に
代
表
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
提
供
ま
で
鉄
道
ブ
ラ
ン
ド
で
展
開
し
て
い
る
事

例
は
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
沿
線
住
民
生
活
産

業
関
連
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
も
ま
た
、
鉄
道
事
業
に
お
け
る

外
部
開
発
型
の
事
業
の
一
種
で
あ
る
。

　

鉄
道
事
業
者
に
と
っ
て
の
生
活
関
連
産
業
の
将
来
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
高
齢
化
対
応
の
事
業
展
開
で
あ
る
。

先
に
東
京
圏
の
人
口
増
加
の
方
向
を
示
し
た
が
、
そ
れ

が
若
年
者
に
よ
る
社
会
増
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、

膨
張
し
た
都
市
圏
の
介
護
・
福
祉
等
高
齢
者
向
け
の
支

援
サ
ー
ビ
ス
は
、
生
活
関
連
産
業
の
重
要
な
要
素
を
占

め
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
種
の
事
業
の
「
産
業
化
」
は
、

マ
ク
ロ
と
し
て
国
の
重
要
課
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
事

業
レ
ベ
ル
で
も
目
指
す
べ
き
方
向
性
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

　

東
京
圏
の
鉄
道
計
画
の
議
論
が
進
ん
で
い
る
。
前
回

の
運
輸
政
策
審
議
会
第
一
八
号
答
申
か
ら
一
二
年
が
経

過
し
、
二
〇
二
〇
年
代
に
向
け
た
新
し
い
計
画
の
必
要

性
が
認
識
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
お
り
し
も
、
二
〇
二 

〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
決
定
し
、
新
時
代
の
東

京
の
絵
姿
を
論
じ
る
声
も
、
鉄
道
計
画
論
議
に
拍
車
を

か
け
て
い
る
。

　

東
京
圏
の
鉄
道
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
そ
れ
は
東
京

圏
の
将
来
像
に
依
存
す
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
少
子

化
・
高
齢
化
、
人
口
減
少
等
、
日
本
社
会
が
抱
え
る
将

来
へ
の
不
安
は
、
東
京
圏
に
も
あ
て
は
ま
る
。
た
だ
、

日
本
の
首
都
、
極
東
ア
ジ
ア
の
拠
点
と
し
て
の
東
京
の

東
京
圏
の
鉄
道
の
将
来
像
に
向
け
て
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